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I．調査の経緯と経過
県営水道管理事務所が第3投棄場造成を計画したのに伴い，試掘調査が香川県教育委員会文化行政課

によって平成4年7月20日～7月23日に実施された。調査は造成地のうち周知の埋蔵文化財包蔵地とし

て窯跡2基が認められていた北東部斜面とその下の谷部分について行われた。その結果瓦窯跡2基と灰

原1基を確認した。そのうち瓦窯2基については検出場所から考えて周知の埋蔵文化財包蔵地である丸

山西2号窯，丸山西5号窯であると思われた。そのため，事業主体である県営水道管理事務所と協議が

行われ，発掘調査を行うことになった。また，谷部分でボックスカルバート部分の造成を急ぐためその

部分だけ先行して文化行政課で発掘調査を行うことになり，平成4年12月7日～12月18日まで調査が行

われた。その結果瓦溜遺構が1基検出された。

発掘調査は財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが香川県教育委員会より受託した。調査期間は平

成8年7月～9月，調査面積は1，076Ⅱfである。

発掘調査は直営方式で実施し，平成8年7月1日より開始し，9月30日に終了した。なお，調査期間

中北東斜面の一部が崩壊したため復旧工事も併せて実施した。

Ⅱ．遺跡の概要
1．立地と環境

丸山窯跡は，香川県のほぼ中央部にある綾歌郡綾南町陶を中心として，一部坂出市にもまたがる十瓶

山窯跡群の一部をなす。これらは南部を鞍掛山をその西端とする千疋丘陵，北部を鷲ノ山・十瓶山・火

ノ山・挿頭山の諸山地，西部を長吾山・横山，東部を本津川低地に囲まれた標高40メートルから50メー

トルの洪積台地である滝宮台地上にそのほとんどが展開しており，現在では80基以上の須恵器窯跡と20

基以上の瓦窯跡が確認されている。今回調査の対象となった丸山窯跡に近いものでは，西部に内聞窯跡

群，東部にますえ畑窯跡群があり，それぞれ瓦窯跡として知られている。こういった大規模な古代窯業

図1　調査位置図（1／10，000）
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の成立には原材料の粘土，燃料の薪，窯の構築にとって好適な斜面地形の存在等が不可欠であり，さら

に原料・燃料・製品の搬出入のための交通の利便性およびそのための労働力に加え，大消費地としての

官街，集落等をひかえた流通圏，そして権力者の庇護などが必要であるとされている。その点十瓶山窯

跡群の立地する地域，とくにその西部は奈良時代には坂出市府中にあった讃岐国府に近く，綾川の水運

によって国府と直結しており，優れた地理的位置と交通利便性を備えていたといえる。また，原材料で

ある窯業用粘土については，粘着性・可塑性の強い土壌が地表近くに豊富に包蔵されており，地形的に

も各台地末端の急崖は窯の構築に格好な斜面を提供している。また，当時は台地面上位は水利上不便で

あったことから水田化が遅れ，森林がかなり残存していたと思われ，窯業生産のための豊富な燃料を供

給していたと考えられている。以上の諸点から滝宮台地を中心とする地域は，窯業生産に好適な条件を

かなりの面で備えていたと考えられる。

2．調査の成果と概要

調査地は県道綾南国分寺線の西端部分の南側の谷筋で，現在県営水道第3汚泥投棄場として使用され

ている箇所のほぼ東北隅にあたる。調査対象地はその斜面部分およびその下の谷の部分で，対象面積は

薮
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図2　周辺遺跡図（1／25′000）
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49　定兼窯
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図3　遺構配置図（1／200）



1，076I正である。今回調査を行った調査地の南側約430I運は平成4年度に文化行政課による調査が行われ，

東西7m以上，南北20m以上，深さ0．5mで不正楕円形を呈する瓦溜遺構が検出されている。

北側の斜面部分では，最近のものと息われる産業廃棄物や客土が深さ約1．7mにわたって大量に堆積

していた。それらを重機で除去したが，谷部分では遺構面が残っていた部分もあったものの，尾根部分

では遺構面はおおむね削平され遺存していなかった。調査区は北側の斜面部分をI区，南側の谷部分を

Ⅱ区とした。

I区の調査

今回の調査ではI区のほぼ東北端で瓦窯1基を検出した。瓦窯はロストル構造を持つ窯である。焼成

室の一部と隔壁，それに続く燃焼室の一部を検出した。焼成室の上部から上については用地外へ延びる。

また焼成室の下側70cmより下郡は後世の削平を受けていた。焼成室には瓦が残されていた。なお，「香

川県埋蔵文化財包蔵地調査カード　綾南町」（県教委）にはこの窯の西側約20mに1基瓦窯の記載があ

るが，今回の調査では窯は存在しないことが確認された。この部分には焼土がほぼ一面に認められたも

のの，焼土の拡がりが不鮮明で焼土部分にトレンチを掘削して確認したところ，ブロック状の焼土が厚

さ約1cmほどで拡がり，その上下には客土の堆積が認められた。従ってこの焼土も客土として運ばれて

きたものであり，それを窯と誤認したものとおもわれる。

I区の西端の斜面では溝状遺構を検出している。この溝状遺構は斜面の小さい谷筋を縫って検出して

おり，下層には炭の堆積が見られた。埋土からは瓦がコンテナ6箱出土した。この溝の斜面の上部には

灰原が想定され，おそらく灰原の一部が斜面の谷筋を縫って谷へ落ちたものであろう。

I区の中央付近では明確な遺構としては捉えられなかったものの，SFOlの西約20mの谷部分付近で

瓦の集中個所が認められた。これらは斜面の谷筋の傾斜の緩くなっている個所にみられ，この上部の瓦

窯の灰原から流出したものと考えられるかもしれない。

その他客土中からも瓦がコンテナ16箱分出土した。これらは磨滅もあまり受けていない。同じ層位中

からは空き缶やビニールなど明らかに現代のものが混在しており，他所から搬入されたことは確実であ

る。これらはあるいは他所の瓦を包含する土をこの場所へ投棄したものかもしれない。

Ⅱ区の調査

Ⅱ区はI区の斜面と平成4年度に文化行政課が調査を行った部分（約430I迂）の間が対象であった。

この部分については既に管が設置され，それを覆うように厚さ約2mにわたって水道汚泥が投棄されて

いたため，安全勾配を確保するため管を除去しながら，上面で幅約10m，下面で幅約5mで掘削を行い，

写真1　調査地全景（草刈り後）
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遺構が検出されればその部分だけ広げる方法を採った。この部分では文化行政課が調査した際に検出し

た瓦溜遺構の続きが検出されることが予想されたが，今回の調査で検出することはできなかった。

Ⅱ区ではほぼ西半分で厚さ約3cmの灰色包含層が堆積していたが，遣物量は少なかった。北端では溝

が山の斜面に沿って幅約2m検出された。溝の北側の肩については調査の安全を考え検出はしていない。

深さ60cmで埋土中からはローリングを受けた瓦片が数

点出土した。Ⅱ区では前述の溝以外特に遺構も認めら

れず，遺物もI区に比べて量も少なく磨滅しているも

のが多かった。溝の上面に堆積していた客土中からは

単弁八葉蓮華文軒丸瓦が1点出土している。これと同

文の瓦は平成4年度に文化行政課が行った調査でも客

土中から出土しており，滝官天満宮境内の龍燈院跡か

ら出土しているものと同文である。

SFOl（丸山西5号窯）　　　　　　　　　　　　　　写真3　Ⅱ区全景

調査区の東北隅で検出した。検出したのは焼成室1．3mと隔壁，燃焼室0．7mである。焼成室の大部分

と焚口は後世の削平により消滅し，焼成室の上部は用地外へ延びる。ロストル構造を持っ平窯と考えら

れる。補修等の痕跡は認められなかった。

燃焼室は隔壁付近で幅約1．3m，床面は深さ約5cmで皿状にくぼみ，炭が一面に堆積していた。隔壁は

高さは91・4cmで，スサ入りの粘土を用いている。隔壁の表面は還元状態で固く焼け締まり，層厚0．5cm程

度であった。

焼成室は幅約1．5mで検出した範囲では幅は変わらない。2条の分焔壁を持っ。分焔壁の幅は25cm，

焔道からの高さは燃焼室寄りで5～6cm，北端用地境で2～5cmと低く，上部へいくほどその差は少なくな

る。側壁は残存する範囲ではほぼ垂直に立ち上がるが，高さ約25cmしか残存せず，それより上部は削平

されていた。分焔壁，焔道とも地山を削りだしたもので表面約10cmは堅く焼き締まり，その下部は赤色

酸化層であった。しかし，表面は傷みが激しく，ブロック状に割れていた。

SFOlからは3種類の七達巴文軒平瓦1種類の五達巴文軒平瓦左巻きの巴文軒丸瓦の他丸瓦　平

瓦がコンテナ4箱出土した。

SXOl

調査区の西北隅で検出した溝状の遺構である。幅90C恥　深さ95cmで斜面の谷筋に沿うように走り，西

側の用地外へ延びる。おそらく用地の北側に存在して

いた（現在は消滅）瓦窯の灰原が斜面の緩いところに

形成され，それが谷筋に沿って流出したものをSXOl

として検出したものと患われる。

SXOlからは連巴文軒平瓦9種類，唐草文軒乎瓦2

種類，巴文軒丸瓦2種粗，蓮華文軒丸瓦2種類をはじ

めとして平瓦，丸瓦等瓦がコンテナ6箱出土した。出

土した軒平瓦　軒丸瓦の瓦当文様に時期幅が若干ある

こと，SXOlに炭の層が2個所あることを考え併せる

と複数の操業または複数の窯からの流出が考えられる

－6－
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図4　I区SFOl平・断面図（1／30）

かもしれない。

遺物

軒平瓦

軒平瓦は大半が巴文を5個ないし7個連ねた達巴文である。連巴文軒平瓦のほとんどは須恵質である

が土師質のものも含まれる。箔型は確認できたもので七連巴文4種類，五連巴文5種類であるが，いず

れの箔型にも該当しないものもあり，他にも数種類の箔型があると考えられる。製作技法はいずれも瓦

当面の上面と下面に1～6cm程度へラ削りを施し，平顎であるが，平瓦との接合粘土が少なく瓦当面の

上面または下面で瓦当と平瓦の境が斜めになるもの，また下面のヘラ削りを2段に施して段状にするも

のもあった。しかし筒型による製作技法の差異は認められなかった。出土地や焼成と箔型，製作技法な

どとの相関関係については今後の課題としたい。その

他唐草文軒平瓦が4種類6点出土した。

七達巴文軒平瓦（1）（2）（図6）　内区を左巻きの

七連巴文で飾る。SFOl，SXOl，瓦集中部分，客土

中などで合わせて53点が出土している。（1）と（2）

の文様はほとんど同じであり識別は難しいが，わずか

に巴文の巻き方が違う。この遺跡ではこの2種類を合

わせると出土軒平瓦の40％近くを占める。同文と恩わ

れる瓦は平安宮内裏，六波羅密寺など京都で出土して

いる。

七連巴文軒平瓦（3）（図6）　内区を七連巴文で飾

ー7一

写真5　I区SXOl瓦出土状況
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1灰色粘質土　　　　6　暗灰色粘土
（Fe混）　　　　　　（スミ混）
2　暗灰色砂混粘質土　7　明灰色粘土
（焼土混）　　　　　（Fe混）
3　褐灰色粘質土　　　8　明青灰色砂質土
4　暗灰色砂混粘土　　9　灰色粘土（黄色土多）
（焼土混）　　　10　灰色粘土（黄色土混）
5　暗灰色砂混粘土　11灰色粘土（スミ混）

図5　I区　SXOl平・断面図（1／40）

るが，左から3つめと4つめの巴文が右巻きで，他の巴文と逆巻きになる。SFOl，SXOlで確認され

ているほか，瓦集中部分や客土中でも確認されている。

七達巴文軒平瓦（4）（図6）　他の三種類のものと似るが，左端の巴文のみ左巻きで，残りの巴文は

すべて右巻きである。この種類の瓦は七連巴文の中では数が少なく，SXOlおよびその上方で3点，客

土中で数点出土しているのみである。出土したものはすべて須恵質であった。

五連巴文軒平瓦（5）（6）（7）（図6）　内区を五連巴文で飾る。（5）～（7）はよく似ており判別

が難しいが，巴文の巻き方と使用中にできたと思われる箔傷の差から3種類に分けた。あわせて25点で

SXOlなどから出土している。また範型は異なるもののこれらの文様に酷似した五連巴文軒平瓦がSF

Olから1点出土した。

五連巴文軒平瓦（8）（9）（図6）　内区を五連巴文で飾る。他の連巴文に比べて彫りが深く，巴には

圏線が巡り，巴の尾は圏線に繋がる。巴の頑も互いに接する。全般に瓦当面に対して箔型が小さいよう

で，箔端痕跡が明瞭に観察できるものも多い。SFOlからの出土はなく，SXOlその他から合わせて30

ー8－



一転転戦恕コ、、．聖隻語が

＼

曝覇
l

華細密醗・芦：

茂禰竃

「
（8）五連巴文
（I区客土中）

F、l

⊂二二二

（2）七連巴文
（I区客土中）

（3）七連巴文
（1区SXOl）

（4）七連巴文
（I区SXOl上方）

E≡
（5）五連巴文
（I区SXOl）

二

料千二

図6　丸山窯跡出土軒平瓦（1／4）
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点出土する。鳥羽離宮で同文と思われる瓦が出土する。

唐草文軒平瓦（12）（図7）　二つ巴に似た唐草文である。左1／4ほどの破片である。Ⅱ区客土中か

ら出土した。須恵質で残存部分では瓦当面の上面にはへラ削りを施さず全面に布目を残す。下面も幅1

cmほどへラ削りを施すのみで，そのへラ削りも左端面までは及ばない。瓦当面が箔型より小さかったよ

うで瓦当面の左端で文様が途切れている。同文と思われる瓦は平安京左京五条三坊，平安宮内裏，鳥羽

南殿で出土している。

唐草文軒平瓦（13）（図7）　小破片でSXOlから出土した。須恵質で出土した範囲では内区に左巻き

の唐草文を配し，外区にも唐草文をまばらに配する。小破片のため瓦の調整等は明らかではないが瓦当

の下面は少なくとも5cmの幅でへラ削りが施されている。

均整唐草文軒平瓦（11）（図7）　中心飾りより左右に唐草が2反転する。外区及び脇区にも唐草を配

する。SXOlおよびその上方から2点，Ⅱ区の客土中から1点出土している。3点出土したうち1点が

須恵質，2点が土師質である。調整方法は，いずれも瓦当面上面は1cm程度面取りするようにへラ削り

を施し，下面はへラ削りは施さない。平安京左京二条二坊（高陽院）で同文と考えられる瓦が出土して

いる。

均整唐草文軒平瓦（14）（図7）　瓦当の右側のみであるが，おそらく退化した半裁花文または樹状の

中心飾りを持っと考えられる。須恵質で平瓦と瓦当の境は段をなさない。上面，下面とも約5cmの幅で

へラ削りを施している。I区客土中から1点出土した。

軒丸瓦

巴文軒丸瓦（15）（16）（図7）　右巻きと左巻きがある。巴の頑が接するものと離れるもの，巴の尾が

接するものと離れるものがあり，それぞれに数種類の筒型があるようだが，完形品はわずかで破片が多

いので同箔の確認は難しい。珠文を伴うものはない。右巻きの巴文はSXOl，瓦集中部分，客土中から

など35点，左巻き巴文はSFOl，SXOlなどから19点出土している。瓦当厚は0．6cm～1．5cm程度である

が，概ね1cm前後である。焼成は須恵質のものが多いが，土師質のものも含まれる。瓦当裏面はほとん

どはなで調整であるが，縄目痕を残すものもある。讃岐産巴文軒丸瓦は京都でも類例が多いが，今回の

調査で出土した瓦と同箔品が京都へ搬入されているかどうかは今後の課題としたい。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（17）（図7）　SXOlから1点出土した。中房は突出し，花弁状を呈する。蓮

子の数は1＋8である。複弁で間弁は撥型，外区には左回りに反転する唐草文を配する。土師質で焼成

が悪く，調整は不明である。平安京左京二条二坊（高陽院）で同文と思われる瓦が出土している。

複弁八莫蓮華文軒丸瓦（18）（図7）　S芋01から小破片で出土した。中房部分は大半が欠けているが，

弁の部分，外区の唐草文とも複弁八弁蓮華文（17）の踏み返しのように文様が同じで凹凸が逆である。

須恵質で裏面はなで調整を施している。

単弁八葉蓮華文軒丸瓦　（19）（図7）Ⅱ区客土中から小破片で出土した。中房部分は欠損する。外区

は二重圏線を巡らせる。弁の中央には縞状に実線が入り，弁は通常の弁とは逆に盛り上がらずに窪む。

土師質である。瓦当裏面は剥離していて調整は不明である。香川県龍燈院跡から同文と思われる瓦が出

土している。
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3．まとめ

今回の調査では窯跡1基，瓦溜遺構1基を検出した。SFOlは後世の削平を受けたり，一部用地外へ

延びるなど部分的な調査しか行えなかったが，十瓶山窯跡群の瓦窯の資料はますえ畑瓦窯，西村1・2

号窯など調査例も少なく，新しい資料を提供したといえよう。丸山西5号窯（SFOl）は西村1・2号

窯が瓦陶兼業窯であるのに対し，ますえ畑瓦窯と同様瓦専業窯である。西村1号窯は12世紀初頭頃，ま

すえ畑瓦窯は12世紀前半頃に比定されている。また丸山西5号窯では少なくとも3種類の筒型の七連巴

文軒平瓦，1種類の五連巴文軒平瓦と1種類の左巻き巴文軒丸瓦を焼成したことがわかり，12世紀後半

頃操業であることが明らかになった。SXOlからは11世紀後半から12世紀後半と出土する瓦に時期幅が

あり，良好な資料とはなり得ないかもしれないが，客土中とは異なり斜面の上部から流出していること

が考えられるため，いずれもこの付近で焼成されたものと考えられよう。この中にはSFOlと同箔の瓦

も含まれており，筒型の移動または同一工房で製造された瓦が複数の窯で焼成されていたと考えられる。

今後は瓦当の詳細な検討を行い，箱型の移動があったかどうかなどを検討したい。

今回出土した瓦lこは遺構内，遺構外を含めて平安宮，平安京，鳥羽離宮，寺院など京都で出土してい

る瓦と同文と思われる瓦も確認されており，その中にはおそらく同箔の瓦が多数含まれていると思われ

る。どこへ搬入され，どこで使用されたかを確認することが今後の課題であろう。また県内でも西村遺

跡や龍燈院跡など同箔の可能性がある瓦が出土している。県内での供給先の確認も併せて今後の課題と

したい。
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